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第50巻目を迎えて　大町山岳博物館

昭和31年(1956)2月20日に発行された創刊号の表紙
当時は『やまと博物舘』という誌名で､体裁は横書きのスタイルでした｡

『
山
と
博
物
館
』
は
昭
和
三
十
一
二
九
五
六
)
年
二
月
に
『
や
ま
と
博
物
館
』

と
し
て
創
刊
し
､
昭
和
三
十
二
年
一
月
に
『
山
と
博
物
館
』
と
改
題
し
､
現
在
ま

で
ほ
と
ん
ど
欠
く
こ
と
な
-
毎
月
発
行
さ
れ
て
き
ま
し
た
｡
そ
の
間
､
各
分
野
の

方
々
に
原
稿
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
､
北
ア
ル
プ
ス
を
中
心
と
し
た
山
岳
の
自
然
や

歴
史
な
ど
の
　
｢
山
岳
文
化
｣
と
大
町
山
岳
博
物
館
の
活
動
に
つ
い
て
広
-
情
報
薬

信
を
続
け
て
き
ま
し
た
｡
こ
う
し
て
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
貴
重
な
情
報
は
､
ま

さ
に
｢
博
物
館
の
財
産
｣
と
い
え
ま
す
｡

創
刊
号
を
も
う
い
ち
ど
見
直
し
て
み
る
と
､
そ
の
誌
面
か
ら
は
開
館
し
て
間
も

な
い
　
〝
若
い
博
物
館
〟
　
の
姿
が
生
き
い
き
と
伝
わ
っ
て
き
ま
す
｡
内
容
は
と
い
う

と
､
保
護
さ
れ
た
カ
モ
シ
カ
の
話
題
､
収
蔵
す
る
標
本
の
紹
介
､
動
物
に
関
す
る

素
朴
な
疑
問
と
答
え
､
各
種
の
お
知
ち
せ
な
ど
｡
北
ア
ル
プ
ス
の
自
然
や
文
化
あ

る
い
は
博
物
館
の
活
動
に
つ
い
て
､
豊
富
な
話
題
や
写
真
を
提
供
し
な
が
､
ら
､
で

き
る
だ
け
分
か
り
や
す
く
紹
介
し
た
い
と
い
う
思
い
が
う
か
が
え
ま
す
｡

時
代
の
移
り
変
わ
り
と
と
も
に
､
当
博
物
館
の
果
た
す
べ
き
役
割
も
あ
ち
た
め

て
問
わ
れ
て
い
ま
す
｡

将
来
へ
向
け
て
､
本
誌
が
北
ア
ル
プ
ス
と
博
物
館
､
そ
し
て
読
者
の
皆
さ
ん
と

を
結
ぶ
｢
架
け
橋
｣
と
な
る
よ
う
今
後
も
よ
り
よ
い
誌
面
づ
-
り
に
一
層
の
努
力

を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
｡
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山
岳
雑
誌
の
編
集
に
携
わ
っ
て
(
上
)

-
興
鴫
尽
き
な
い
海
外
登
山
報
道
-

西

　

山

　

嘩

　

大

七
〇
年
代
は
エ
ベ
レ
ス
ト
登
頂
で
始
ま
っ
た

い
ま
国
内
で
発
行
さ
れ
て
い
る
山
岳
雑
誌
は
?
ど

問
え
ば
､
多
-
の
登
山
者
が
｢
山
と
渓
谷
｣
　
｢
岳
人
｣

｢
新
ハ
イ
キ
ン
グ
｣
と
答
え
る
で
し
ょ
う
｡
三
誌
は

い
ず
れ
も
月
刊
誌
で
､
毎
月
十
五
日
に
発
売
さ
れ
､

そ
れ
ぞ
れ
愛
読
者
が
つ
い
て
い
る
｡
三
誌
の
ほ
か
に

シ
ー
ズ
ン
を
考
慮
し
た
季
刊
雑
誌
も
発
行
さ
れ
て
い

て
､
夏
山
シ
ー
ズ
ン
に
な
る
と
｢
山
渓
-
O
Y
J
　
｢
岳

人
別
冊
｣
が
書
店
の
売
り
場
に
山
積
み
さ
れ
好
評
を

博
し
て
い
る
｡
こ
れ
ら
の
山
岳
雑
誌
が
店
頭
を
賑
わ

す
よ
う
に
な
っ
た
の
は
今
か
ら
三
十
数
年
前
､
一
九

六
五
年
ご
ろ
か
ら
で
は
な
い
か
と
思
う
｡
｢
山
と
渓

谷
｣
　
(
山
と
渓
谷
社
発
行
)
　
は
昭
和
五
年
に
発
行
さ

れ
て
い
る
し
､
｢
岳
人
｣
　
(
中
日
新
聞
社
発
行
)
　
は
戦

後
す
ぐ
の
昭
和
二
十
二
年
に
京
都
の
　
｢
岳
入
社
｣
が

発
行
､
二
十
四
年
か
ち
は
中
日
新
聞
社
が
発
行
し
て

い
る
｡
｢
新
ハ
イ
キ
ン
グ
｣
(
新
ハ
イ
キ
ン
グ
社
発
行
)

も
二
十
五
年
に
発
行
さ
れ
た
雑
誌
で
､
新
ハ
イ
キ
ン

グ
ク
ラ
ブ
の
会
誌
の
性
格
を
帯
び
て
い
る
｡

登
山
ブ
ー
ム
が
高
揚
し
一
九
七
〇
年
代
を
迎
え
た

と
き
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
が
日
本
山
岳
会
隊
に
よ
る
ヒ

マ
ラ
ヤ
･
エ
ベ
レ
ス
ト
(
八
八
四
八
m
)
登
頂
で
あ

ろ
う
｡
七
〇
年
五
月
十
一
日
､
松
浦
輝
夫
､
植
村
直

己
の
二
人
が
東
南
稜
か
ら
日
本
人
初
の
登
頂
に
成
功
､

南
西
壁
登
撃
も
八
〇
五
〇
m
に
達
し
､
登
山
界
ば
か

り
で
は
な
-
日
本
中
が
こ
の
朗
報
に
沸
い
た
｡
こ
の

時
､
筆
者
は
た
ま
た
ま
東
京
新
聞
(
中
日
新
聞
東
京

本
社
)
　
に
在
籍
し
て
お
り
､
新
聞
の
校
閲
記
者
を
し

て
い
た
｡
六
〇
年
代
の
後
半
か
ら
国
内
の
山
で
の
遭

難
が
頻
発
し
､
新
聞
に
は
悲
し
い
見
出
し
が
踊
っ
た
｡

三
人
よ
れ
ば
山
岳
会
｣
な
ど
と
呼
ば
れ
､
巷
で
は

大
き
な
ザ
ッ
ク
を
背
に
し
た
登
山
者
が
人
目
を
ひ
く

よ
う
に
な
っ
た
矢
先
の
朗
報
が
エ
ベ
レ
ス
ト
登
頂
で

あ
っ
た
｡

登
山
ブ
ー
ム
に
あ
や
か
り
筆
者
は
七
〇
年
秋
｢
岳

人
｣
誌
へ
ト
レ
ー
ド
さ
れ
た
｡
そ
し
て
夢
想
だ
に
し

な
か
っ
た
三
十
数
年
間
の
出
版
人
生
が
始
ま
る
の
で

あ
っ
た
｡
七
〇
年
は
日
本
隊
も
海
外
登
山
で
多
大
な

成
果
を
あ
げ
ネ
パ
ー
ル
･
ヒ
マ
ラ
ヤ
で
は
ツ
ク
チ
ェ

ピ
ー
ク
､
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
Ⅳ
峰
､
ダ
ウ
ラ
ギ
リ
Ⅵ
峰
､

マ
カ
ル
ー
､
p
2
 
'
ダ
ウ
ラ
ギ
リ
主
峰
な
ど
が
登
頂

さ
れ
た
｡
日
本
女
子
隊
の
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
Ⅲ
峰
登
頂

と
い
う
快
挙
も
高
-
評
価
さ
れ
た
｡
雑
誌
の
編
集
記

者
と
し
て
海
外
登
山
の
概
要
を
取
材
し
､
誌
面
化
に

励
ん
だ
｡

雑
誌
記
者
に
な
っ
て
三
年
目
の
七
三
年
秋
､
R
C

c
H
エ
ベ
レ
ス
ト
登
山
隊
が
十
月
二
十
六
日
､
秋
季

初
登
頂
(
石
黒
久
､
加
藤
保
男
)
を
果
た
し
た
｡
湯

浅
道
男
隊
長
の
最
終
判
断
｢
南
西
壁
は
断
念
､
東
南

稜
か
ち
の
秋
季
初
登
頂
を
目
指
す
｣
　
の
心
境
を
｢
岳

人
｣
で
誌
面
化
し
た
｡
南
西
壁
登
撃
の
成
否
が
注
目

さ
れ
て
い
た
時
代
だ
っ
た
だ
け
に
､
山
岳
界
で
も
評

価
が
分
か
れ
た
｡
そ
の
後
､
七
四
年
成
城
大
隊
の
ジ
ャ

ス
1
 
､
七
五
年
女
子
隊
の
エ
ベ
レ
ス
ト
　
(
田
部
井
淳

子
･
女
性
初
登
頂
)
､
七
六
年
山
学
同
志
会
隊
の
ジ
ャ

に
外
国
登
山
隊
の
中
国

で
の
登
山
規
則
を
収
録

し
た
｡
和
文
､
英
文
併

載
の
本
書
は
好
評
で
中

国
登
山
協
会
か
ち
も
感

謝
さ
れ
た
｡
こ
の
出
版

が
契
機
に
な
り
､
中
国

登
山
協
会
と
は
親
密
な

友
好
関
係
が
保
た
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
｡

五
月
三
日
に
は
日
本

副
　
山
岳
会
隊
が
チ
ョ
モ
ラ

愕
　
ン
マ
東
北
積
か
､
ら
の
登

ヌ
ー
北
壁
登
撃
､
七
七
年
日
本
ヒ
マ
ラ
ヤ
隊
の
K
2

登
頂
､
七
九
年
長
谷
川
恒
男
･
欧
州
ア
ル
プ
ス
冬
季

三
大
北
壁
登
撃
な
ど
数
々
の
遠
征
記
録
や
登
撃
写
真
､

話
題
を
誌
面
化
し
て
読
者
に
提
供
し
た
｡

七
九
年
十
月
初
旬
の
こ
と
､
中
国
登
山
協
会
が
｢
ヒ

マ
ラ
ヤ
登
山
を
解
禁
す
る
｣
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
と
共

に
､
『
中
国
の
高
瞥
　
【
写
真
-
】
の
共
同
出
版
が
東

京
新
聞
出
版
局
(
｢
岳
人
｣
一
に
持
ち
込
ま
れ
た
｡

『
中
国
の
高
峰
』
出
版
と

チ
ョ
モ
ラ
ン
マ
､
チ
ョ
ゴ
リ
登
山

八
〇
年
代
は
中
国
登
山
の
開
幕
で
始
ま
っ
た
｡
ヒ

マ
ラ
ヤ
を
中
国
側
か
ら
登
ろ
う
､
と
い
う
計
画
が

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ア
メ
リ
カ
､
日
本
の
登
山
家
に
よ
っ

て
具
体
化
さ
れ
た
｡
目
玉
は
チ
ョ
モ
ラ
ン
マ
　
(
エ
ベ

レ
ス
ト
)
　
の
北
面
ル
ー
ト
か
ら
の
登
頂
で
あ
っ
た
｡

『
中
国
の
高
峰
』
は
解
放
さ
れ
た
秘
峰
の
数
々
と
し

て
チ
ョ
モ
ラ
ン
マ
や
シ
シ
ャ
パ
ン
マ
､
コ
ン
グ
-
ル
､

ミ
ニ
ア
コ
ン
ガ
､
ア
ム
ネ
マ
チ
ン
､
ム
ス
タ
ー
グ
･

ア
タ
､
ボ
コ
タ
な
ど
を
写
真
と
記
事
で
紹
介
｡
巻
末

頂
(
加
藤
保
男
)
　
と
北

壁
初
登
撃
(
重
広
恒
夫
)
　
に
成
功
｡
加
藤
保
男
は
南

北
両
面
か
ら
の
エ
ベ
レ
ス
ト
登
頂
者
に
な
っ
た
｡
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
で
｢
高
山
の
重
商
の
ほ
う
が
楽
で
す
｡

都
会
の
道
を
歩
-
方
が
難
行
で
す
｣
と
答
え
､
七
三

年
の
エ
ベ
レ
ス
ト
で
足
の
指
を
凍
傷
で
失
っ
た
こ

と
を
自
嘲
し
て
い
た
｡
そ
の
彼
も
八
二
年
十
二
月

二
十
七
日
､
厳
冬
期
エ
ベ
レ
ス
ト
初
登
頂
の
あ
と
下

山
時
に
消
息
を
絶
っ
た
　
(
三
三
)
と
き
は
悔
や
ま
れ

て
な
ら
な
か
っ
た
｡
取
材
に
は
い
つ
も
笑
顔
で
協
力

し
て
-
れ
た
｡
〝
ヤ
ッ
チ
ャ
ン
〟
　
の
愛
称
で
呼
ば
れ

人
気
者
だ
っ
た
彼
に
は
､
森
村
桂
や
吉
永
小
百
合
が

フ
ア
ン
と
し
て
付
い
て
い
て
､
登
頂
報
告
会
で
彼
女

ら
か
ら
花
束
を
贈
呈
さ
れ
た
の
に
は
驚
い
た
｡
登
山

家
と
し
て
稀
有
の
人
気
者
だ
っ
た
こ
と
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
で
あ
る
｡

八
一
年
の
夏
に
は
中
国
･
天
山
山
脈
の
ボ
コ
ダ

峰
遠
征
隊
の
報
道
記
者
と
し
て
筆
者
は
現
地
に
派

適
さ
れ
た
｡
在
京
の
主
だ
っ
た
登
山
用
具
店
が
合
同

で
派
遣
す
る
登
山
隊
(
内
田
良
平
隊
長
)
　
で
､
東
京

新
聞
が
紙
面
後
援
し
た
｡
八
月
七
日
に
ボ
コ
ダ
Ⅲ
峰

(
五
二
一
三
m
)
　
に
初
登
頂
し
た
｡
新
聞
に
登
山
記



③　第50巻　第1号　　　　　　　　　　　山　と　博　物　館　　　　　　市立大町山岳博物館　2005.1.25

事
を
送
っ
た
り
､
帰
国
後
｢
岳
人
｣
で
グ
ラ
フ
を
組

ん
で
中
国
登
山
を
紹
介
し
た
｡
解
禁
さ
れ
た
ば
か
り

の
天
山
山
脈
の
山
々
は
人
気
が
高
く
､
ボ
コ
ダ
山
塊

だ
け
で
日
本
隊
が
六
隊
も
入
山
し
た
｡
主
峰
は
六
月

に
京
都
隊
が
初
登
頂
し
た
｡
人
気
の
コ
ン
グ
-
ル
峰

は
英
国
ボ
ニ
ン
ト
ン
隊
が
七
月
に
初
登
頂
し
た
｡
注

目
さ
れ
た
の
は
八
月
に
　
｢
日
中
国
交
正
常
化
十
周
年

記
念
チ
ョ
ゴ
リ
峰
登
山
｣
が
日
本
山
岳
協
会
隊
に
許

可
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
｡
九
月
に
は
小
西
政
経
偵
察

隊
長
ち
か
チ
ョ
ゴ
リ
(
K
2
･
八
六
二
　
m
)
北
面

に
大
域
し
､
輸
送
路
や
登
山
ル
ー
ト
を
偵
察
し
た
｡

カ
ラ
ー
グ
ラ
フ
と
記
事
で
山
域
を
紹
介
し
明
る
い
見

通
し
を
詳
報
し
た
｡

八
二
年
八
月
十
四
日
の
登
頂
成
功
を
｢
チ
ョ
ゴ
リ

峰
登
山
の
光
と
影
｣
　
の
見
出
し
で
誌
面
化
し
､
小
西

登
撃
隊
長
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
掲
載
し
た
｡
｢
世
界

の
潮
流
に
恥
じ
な
い
登
山
を
行
い
､
無
酸
素
､
全
員

登
頂
を
目
指
し
た
が
遭
難
者
が
出
た
｡
大
量
登
頂
は

果
た
し
た
が
成
功
率
は
4
0
パ
ー
セ
ン
ト
｣
と
総
括
し

て
い
る
｡
こ
の
年
は
奇
跡
の
生
還
劇
も
あ
っ
た
｡
中

国
･
ミ
ニ
ヤ
コ
ン
ガ
峰
で
五
月
一
日
に
遭
難
し
た
松

田
宏
也
が
､
十
九
日
ぶ
り
に
山
麓
の
地
元
民
に
救
助

さ
れ
た
｡
凍
傷
で
両
方
の
脚
を
膝
下
か
ち
切
断
､
両

手
指
も
切
断
し
血
液
も
殆
ど
入
れ
替
え
る
と
い
う
､

中
国
医
学
の
処
置
で
命
は
救
わ
れ
た
｡
こ
の
報
道
の

あ
と
筆
者
は
編
集
人
の
職
務
に
つ
き
､
誌
面
作
り
だ

け
で
は
な
く
経
費
や
販
売
対
策
､
広
告
収
益
に
ま
で

目
配
り
す
る
こ
と
に
な
っ
た
｡
し
か
し
海
外
登
山
の

誌
面
作
り
は
続
け
た
｡

八
三
年
は
十
月
に
エ
ベ
レ
ス
ト
登
頂
後
､
下
山
時

に
遭
難
し
た
吉
野
寛
､
禿
博
信
(
イ
エ
テ
ィ
隊
)
ど

登
頂
後
､
無
事
に
下
山
し
た
山
学
同
志
会
隊
､
ア
メ

リ
カ
隊
を
取
り
上
げ
､
エ
ベ
レ
ス
ト
の
混
雑
状
況
と

問
題
点
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
た
｡
八
四
年
は
ビ
ッ
グ

ニ
ュ
ー
ス
が
飛
び
込
ん
だ
年
だ
っ
た
｡
二
月
に
植
村

直
己
が
マ
ッ
キ
ン
リ
ー
で
遭
難
｡
捜
索
に
当
た
っ
た

大
谷
映
芳
の
カ
ラ
ー
グ
ラ
フ
で
マ
ッ
キ
ン
リ
ー
の
寒

気
と
強
風
の
厳
し
さ
を
詳
報
し
た
｡
中
国
登
山
で
は

ナ
ム
ナ
ニ
峰
(
七
六
九
四
m
)
　
が
許
可
さ
れ
､
偵
察

が
行
わ
れ
た
｡
カ
ラ
ー
グ
ラ
フ
で
､
た
お
や
か
な
山

容
と
登
頂
の
見
通
し
を
紹
介
し
た
｡
｢
ナ
ム
ナ
ニ
峰

日
中
友
好
登
山
隊
｣
　
(
平
林
克
敏
隊
長
)
　
は
翌
八
五

年
五
月
二
十
六
日
､
無
事
登
頂
し
た
｡
イ
ン
ド
登
山

で
マ
モ
ス
ト
ン
カ
ン
リ
(
七
五
一
六
m
)
が
日
本
ヒ

マ
ラ
ヤ
協
会
隊
の
山
田
昇
と
吉
田
憲
司
に
よ
っ
て
九

月
十
五
日
に
登
頂
さ
れ
た
｡
筆
者
が
山
田
昇
と
親
し

-
な
っ
た
の
は
､
こ
の
誌
面
作
り
か
ら
で
あ
る
｡

メ
ス
ナ
-
の
八
千
メ
ー
ト
ル
峰
十
四
座
完
登
と

山
田
昇
の
エ
ベ
レ
ス
ト
交
差
縦
走

八
五
年
は
山
田
昇
の
K
2
(
八
六
二
m
)
登
頂

で
始
ま
っ
た
｡
七
月
二
十
四
日
､
ノ
ー
マ
ル
ル
ー
ト

か
､
ら
の
無
酸
素
登
頂
で
彼
自
身
も
納
得
の
カ
ラ
コ
ル

ム
登
山
だ
っ
た
｡
驚
い
た
の
は
こ
の
後
｡
十
月
に
は

『
植
村
直
己
物
語
』
　
の
撮
影
で
エ
ベ
レ
ス
ト
に
無
酸

素
登
頂
｡
カ
ト
マ
ン
ズ
に
下
山
し
た
そ
の
足
で
マ
ナ

ス
ル
に
向
か
い
､
十
二
月
十
四
日
斎
藤
安
平
と
ア
ル

パ
イ
ン
ス
タ
イ
ル
で
マ
ナ
ス
ル
　
(
八
一
六
三
m
)
　
に

登
頂
､
日
本
人
初
の
ハ
ッ
ト
ト
リ
ッ
ク
(
三
座
登
頂
)

を
果
た
し
た
｡
ハ
ッ
ト
ト
リ
ッ
ク
は
サ
ッ
カ
ー
用
語

で
､
一
試
合
に
3
点
の
ゴ
ー
ル
を
果
た
す
言
葉
｡
こ

れ
を
転
用
し
て
｢
岳
人
｣
が
初
め
て
登
山
用
語
と
し

て
使
用
し
た
｡

八
千
メ
ー
ト
ル
峰
の
ハ
ッ
ト
ト
リ
ッ
ク
が
日
本

で
副
目
さ
れ
て
い
た
こ
ろ
､
世
界
で
は
八
千
メ
ー
ト

ル
峰
十
四
座
完
登
が
時
間
の
問
題
と
な
っ
て
い
た
｡

八
六
年
十
月
､
イ
タ
リ
ア
の
R
･
メ
ス
ナ
-
(
当

時
四
二
歳
)
が
ネ
パ
ー
ル
･
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
ロ
ー
ツ
ェ

(
八
五
一
六
m
)
　
に
登
頂
し
て
十
四
座
完
登
の
偉
業

を
達
成
し
た
｡
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
を
耳
に
し
た
筆
者
は

間
髪
を
入
れ
ず
中
日
新
聞
社
の
ド
イ
ツ
･
ボ
ン
特
派

員
(
北
村
哲
男
)
　
に
連
絡
し
て
独
占
イ
ン
々
ビ
ュ
ー

を
実
施
｡
｢
岳
人
｣
　
八
七

年
一
月
号
で
　
｢
八
千
メ
ー

ト
ル
峰
を
全
て
征
服
し
て

自
由
に
な
り
た
か
っ
た
｡

無
酸
素
登
山
は
脳
細
胞

を
若
返
ら
せ
る
云
々
｣
と

い
う
メ
ス
ナ
-
の
ユ
ニ
ー

ク
な
発
言
と
美
し
い
カ

ラ
ー
写
真
で
誌
面
を
飾
っ

た
｡
き
ち
に
夏
に
ド
イ

ツ
で
出
版
す
る
メ
ス
ナ
-

著
『
生
き
た
､
還
っ
た

8
0
0
0
m
峰
1
4
座
完

登
』
　
の
翻
訳
本
の
出
版
権

難
　
も
取
得
｡
八
月
に
は
｢
岳

情
　
人
｣
創
刊
四
十
周
年
記
念

出
版
と
銘
打
っ
て
　
『
生
き
た
､
還
っ
た
　
8
0
0
0

m
峰
1
 
4
座
完
登
』
一
写
真
2
一
を
カ
ラ
ー
写
真
を
付

け
て
翻
訳
出
版
し
た
｡
大
き
な
反
響
を
呼
ん
だ
出
版

で
メ
ス
ナ
-
の
登
山
哲
学
が
随
所
に
網
羅
さ
れ
て
い

る
｡

一
方
､
山
田
昇
の
勢
い
は
益
々
ヒ
ー
ト
ア
ッ
プ
し

八
七
年
冬
に
は
ヒ
マ
ラ
ヤ
･
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
-
峰
(
八

〇
九
一
m
)
南
壁
登
撃
に
群
馬
岳
連
隊
と
し
て
挑
戦

し
十
二
月
十
九
日
､
斎
藤
安
平
ら
三
人
と
と
も
に
山

頂
に
立
っ
た
｡
し
か
し
下
山
時
に
小
林
俊
之
､
斎
藤

安
平
が
転
落
死
｡
山
田
は
斎
藤
の
死
を
悔
や
ん
で
ネ

パ
ー
ル
か
ら
｢
ア
ン
ぺ
-
が
転
落
死
す
る
な
ん
て
考

え
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
｡
八
千
メ
ー
ト
ル
は
き
つ
い

で
す
-
｣
　
の
手
紙
を
も
ら
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
｡

誌
面
は
迫
力
の
あ
る
ア
ン
ナ
南
壁
の
カ
ラ
ー
写
真
と

記
事
で
飾
っ
た
が
､
二
人
の
死
亡
事
故
は
重
く
心
に

残
っ
た
｡
翌
八
八
年
二
月
､
前
橋
市
で
行
わ
れ
た
斎

藤
･
小
林
の
二
人
の
葬
儀
で
山
田
と
話
し
た
あ
と
､

彼
は
エ
ベ
レ
ス
ト
交
差
縦
走
に
出
発
し
た
｡
こ
の
時
､

山
田
は
八
千
メ
ー
ト
ル
十
四
座
登
頂
を
心
に
決
め
て

い
た
よ
う
で
､
そ
の
模
様
を
な
ん
と
か
誌
面
化
し
た

か
っ
た
｡
こ
れ
は
一
年
後
に
佐
瀬
稔
の
連
載
企
画
で

具
体
化
で
き
た
｡

八
八
年
は
エ
ベ
レ
ス
ト
交
差
縦
走
(
チ
ョ
モ
ラ
ン

マ
/
サ
ガ
ル
マ
タ
縦
走
)
が
中
国
､
日
本
∵
ネ
パ
ー

ル
三
国
の
合
同
登
山
が
行
わ
れ
た
｡
タ
ク
テ
ィ
ク
ス

は
日
本
山
岳
会
隊
に
よ
っ
て
立
案
､
指
揮
が
行
わ
れ
､

山
田
昇
が
五
月
五
日
の
　
〝
子
供
の
日
〟
　
に
計
画
通
り

中
国
側
か
ち
登
頂
し
て
ネ
パ
ー
ル
側
に
下
山
し
た
｡

こ
の
模
様
は
テ
レ
ビ
で
詳
し
く
報
道
さ
れ
､
こ
の
テ

レ
ビ
報
道
を
転
写
し
て
｢
岳
人
｣
　
に
掲
載
し
た
｡
反

響
は
大
き
く
五
日
の
登
頂
を
十
日
後
の
十
五
日
発
売

の
雑
誌
(
｢
岳
人
｣
六
月
号
)
　
に
掲
載
し
た
速
報
に

読
者
は
驚
い
た
｡
こ
れ
は
雑
誌
記
者
(
筆
者
)
が
速

報
〟
を
企
て
た
も
の
だ
が
､
印
刷
会
社
や
製
本
会
社
､
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取
次
会
社
が
連
携
し
な
け
れ
ば
不
可
能
で
あ
る
｡
国

際
的
な
イ
ベ
ン
ト
だ
っ
た
の
で
関
連
各
社
が
協
力
し

て
く
れ
た
賜
物
で
あ
る
｡

こ
の
遠
征
が
終
わ
っ
て
か
ら
と
い
う
も
の
､
山
田

昇
の
行
動
は
激
し
-
な
っ
た
｡
エ
ベ
レ
ス
ト
の
交
差

縦
走
が
終
わ
っ
た
あ
と
六
月
に
マ
ッ
キ
ン
リ
ー
､
夏

に
モ
ン
ブ
ラ
ン
､
九
～
十
月
に
は
ア
コ
シ
カ
グ
ア
と

キ
リ
マ
ン
ジ
ャ
ロ
へ
｡
十
月
に
中
国
の
シ
シ
ャ
パ
ン

マ
(
八
〇
一
三
m
)
､
十
一
月
に
チ
ョ
ー
オ
ユ
ー
(
八
二

〇
一
m
)
を
登
り
､
二
度
目
の
八
千
メ
ー
ト
ル
峰
の

ハ
ッ
ト
ト
リ
ッ
ク
を
達
成
､
残
す
八
千
メ
ー
ト
ル
峰

は
マ
カ
ル
ー
な
ど
正
座
と
な
っ
た
｡
チ
ョ
ー
オ
ユ
ー

か
ち
帰
国
し
た
八
八
年
暮
れ
の
こ
と
､
山
田
に
　
｢
岳

人
｣
で
｢
十
四
座
完
登
｣
　
の
連
載
企
画
を
佐
瀬
稔
の

執
筆
で
行
う
こ
と
を
了
解
し
て
も
ら
っ
た
｡

八
九
年
の
年
明
け
早
々
､
三
十
八
歳
の
山
田
昇
は

冬
の
モ
ン
ブ
ラ
ン
に
出
向
い
た
｡
登
頂
後
シ
ャ
モ
二

に
下
山
し
た
彼
は
そ
の
ま
ま
ア
ラ
ス
カ
に
向
か
い
､

冬
の
マ
ッ
キ
ン
リ
ー
に
三
枝
照
雄
､
小
松
幸
三
の
三

人
で
挑
戦
し
た
が
二
月
二
十
一
日
､
テ
ン
ト
キ
パ
ー

の
佐
藤
俊
三
と
の
交
信
を
最
後
に
消
息
を
絶
っ
た
｡

三
月
十
五
日
発
売
の
　
｢
岳
人
｣
四
月
号
で
､
佐
瀬
稔

執
筆
の
新
連
載
｢
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
巨
峰
十
四
座
登
頂
を

め
ざ
す
第
三
の
男
･
8
0
0
0
m
の
散
歩
者
山
田
昇
｣

が
発
売
さ
れ
る
直
前
だ
っ
た
｡
佐
瀬
は
第
一
回
の
連

載
の
な
か
で
､
｢
山
田
は
マ
ッ
キ
ン
リ
ー
の
あ
と
再

び
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
戻
り
､
冬
の
エ
ル
ブ
ル
ー
ス
を
狙

う
｡
こ
れ
が
済
ん
だ
ら
世
界
初
の
〝
冬
季
五
大
陸
最

高
峰
〟
完
登
に
な
る
｣
と
記
し
て
い
る
｡
｢
急
が
ね

ば
冬
が
終
わ
っ
て
し
ま
う
-
｣
と
山
田
の
心
情
を

綴
っ
て
い
る
｡

十
五
回
の
連
載
は
九
〇
年
六
月
に
終
了
し
九
月
に

単
行
本
『
ヒ
マ
ラ
ヤ
を
駆
け
抜
け
た
男
』
(
佐
瀬
稔
著
)

【
写
真
4
】
と
し
て
東
京
新
聞
出
版
局
か
ち
出
版
し

た
｡
こ
の
出
版
を
機
に
筆
者
は
月
刊
誌
｢
岳
人
｣
を

離
れ
季
刊
雑
誌
の
　
｢
岳
人
別
冊
｣
　
(
夏
山
号
､
秋
山
号
､

ス
キ
ー
号
)
の
編
集
人
に
転
出
し
た
｡
(
本
文
敬
称
略
)

(
つ
づ
く
)

(
元
｢
岳
人
｣
編
集
長
)

バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
の
お
知
ら
せ

次
の
巻
号
の
『
山
と
博
物
館
』
　
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー

が
あ
り
ま
す
｡
こ
こ
で
紹
介
し
た
各
号
収
録
の
題
名
･

著
者
は
主
な
も
の
で
す
の
で
､
詳
細
に
つ
い
て
は
お

問
い
合
せ
く
だ
さ
い
｡
　
(
大
町
山
岳
博
物
館
)

▽
第
3
 
9
巻
7
号
(
平
成
6
年
7
月
)

｢
山
の
描
き
方
｣
　
関
戸
紹
作

▽
第
3
 
9
巻
8
号
(
平
成
6
年
8
月
)

べ
ん
の
う
滝
　
田
中
欣
一

チ
ベ
ッ
ト
高
原
･
ニ
ン
チ
ェ
ン
タ
グ
ラ
山
脈
東
部

の
自
然
と
動
物
　
泉
山
茂
之

▽
第
3
 
9
巻
9
号
(
平
成
6
年
9
月
)

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
初
め
て
の
カ
モ
シ
カ
繁
殖
成
功

千
葉
彬
司

日
本
産
野
ネ
ズ
ミ
類
の
寄
生
線
虫
-
そ
の
ル
ー
ツ

を
探
る
-
　
浅
川
満
彦

▽
第
3
 
9
巻
=
号
(
平
成
6
年
同
月
)

フ
ォ
ッ
サ
マ
グ
ナ
と
特
別
展
　
平
林
照
雄

フ
ォ
ッ
サ
マ
グ
ナ
特
別
展
に
よ
せ
て
　
平
林
照
雄

▽
第
3
9
巻
〓
号
(
平
成
6
年
1
 
1
月
)

暁
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
　
西
村
武
志

エ
ゾ
ラ
イ
チ
ョ
ウ
の
秋
と
冬
の
食
性
　
藤
巻
裕
蔵

ヒ
マ
ラ
ヤ
を
越
え
る
ツ
ル
　
松
田
雄
一

▽
第
3
9
巻
苦
言
(
平
成
6
年
1
 
2
月
)

年
頭
の
槍
ヶ
岳
に
て
　
飯
澤
元
啓

近
代
洋
風
数
寄
者
･
加
賀
正
太
郎
　
大
塚
融

▽
第
4
0
巻
1
号
(
平
成
7
年
1
月
)

冬
の
遠
見
尾
根
　
上
田
栄
次
郎

山
岳
博
物
館
顧
問
羽
田
健
三
先
生
を
偲
ぶ阿

部
酉
与

最
近
の
タ
ヌ
キ
事
情
　
千
葉
彬
司

▽
第
4
 
0
巻
2
号
(
平
成
7
年
2
月
)

岳
樺
　
内
川
芳
郎

動
物
の
足
跡
　
子
安
和
弘

▽
第
4
0
巻
3
号
(
平
成
7
年
3
月
)

八
ヶ
岳
雑
念
　
笠
原
良
雄

ツ
タ
ン
カ
ー
メ
ン
の
エ
ン
ド
ウ
I
古
代
へ
の

夢
と
ロ
マ
ン
を
求
め
て
ー
　
尾
川
元
洋

(
敬
称
略
)

バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
の
請
求
方
法

右
記
に
ご
希
望
の
巻
号
が
あ
り
ま
し
た
ら
､
一
部

一
〇
〇
円
に
て
販
売
い
た
し
ま
す
｡
博
物
館
窓
口
で

お
申
し
込
み
い
た
だ
-
か
､
ま
た
は
巻
号
･
部
数
を

明
記
の
上
､
現
金
書
留
か
口
座
振
替
で
大
町
山
岳
博

物
館
苑
代
金
を
ご
送
金
く
だ
さ
い
(
送
料
当
方
負
担
)
｡

山
と
博
物
館
　
第
5
0
巻
　
第
1
号

二
〇
〇
五
年
一
月
二
十
五
日
発
行

行
　
〒
脚
長
野
県
大
町
市
大
字
大
町
八
〇
空
ハ
1

3

市

　

立

　

大

　

町

　

山

　

岳

　

博

　

物

　

館

T

E

L

　

〇

二

六

一

-

二

二

-

〇

二

一

F

A

X

　

〇

二

六

一

-

二

一

-

二

一

三

三

E
I
ヨ
a
i
-
‥
s
a
n
p
a
k
u
③
C
-
一
y
.
°
ヨ
a
C
ま
つ
a
g
a
き
し
p

U
R
L
h
t
t
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